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来
年
こ
そ
は
総
会
開
催
を

会
報
26
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
２
０
２
０

年
1
月
に
、
中
国
の
武
漢
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
見
つ
か
り
、
あ
っ

と
ゆ
う
ま
に
世
界
に
拡
が
り
、
日
本
で
も

感
染
が
拡
が
り
、
現
在
第
8
波
が
進
行
中

で
す
。
ま
も
な
く
、
３
年
を
経
過
し
ま
す

が
、
感
染
初
期
と
比
べ
る
と
、
対
応
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
の
普
及
や
治
療
薬
の
開
発
も

あ
り
、
来
年
（
２
０
２
３
年
）
こ
そ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
、
開

放
さ
れ
、
以
前
の
よ
う
な
平
穏
な
日
常
が

戻
っ
て
き
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

中
京
支
部
の
総
会
・
懇
親
会
も
3
年
連
続

で
、
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
２
０
２
３
年
こ

そ
は
、
開
催
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

く
し
く
も
、
天
草
高
校
同
窓
会
本
部
「
図

南
会
」
で
は
、
11
月
6
日(

日
）
に
、
「
大

同
窓
会
」
を
参
加
者
を
熊
本
県
内
在
住
者

に
絞
り
開
催
さ
れ
、
91
名
が
参
加
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。
他
地
区
の
同
窓
会
も
対

面
で
の
総
会
開
催
を
自
粛
さ
れ
て
い
る
所

も
未
だ
多
い
で
す
が
、
来
年
の
総
会
は
、

世
の
中
の
動
向
を
踏
ま
え
て
開
催
を
判
断

さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
3
年
間
で
、
中
京
支
部
で
も
、
残
念

な
が
ら
訃
報
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
に
は
、
体
調
に
気
を
つ
け
て
ご

自
愛
い
た
だ
き
、
総
会
開
催
の
お
り
に
は
、

是
非
と
も
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

天草の風景/深海町下平(産島からの日の出） 撮影：金子洋子さん(高33）



中
京
支
部
の
皆
様
、
ご
健
全
で
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
の

愛
知
県
は
10
月
14
日
現
在
で
１
４
３

７
人
と
な
り
中
水
準
で
横
ば
い
の
状

況
で
す
が
、
マ
ス
ク
・
換
気
・
短
時

間
の
顔
合
わ
せ
は
も
う
す
ぐ
の
段
階

ま
で
来
て
い
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

覚
悟
の
一
か
八
か
で
同
窓
会
を
開
催

し
て
も
良
い
の
で
し
ょ
う
が
、
御
高

齢
や
基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
も
多

い
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
紙
面
で
の

開
催
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
ご
勘

弁
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
愛
知
県
（
豊
田
市
・
瀬

戸
市
）
と
天
草
市
の
連
帯
が
深
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
「
の
さ

り
」
が
背
中
を
押
し
て
下
さ
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
豊
田
市
は
、
三
河
国

足
助
の
足
助
城
主
で
鈴
木
家
の
出
身
、

「
鈴
木
神
社
」
で
神
様
に
な
っ
た
方
、

祭
神
は
正
三
・
重
成
・

重
辰
の
三
神
で
す
。

瀬
戸
市
は
、
瀬
戸
に

磁
器
の
技
法
を
広
め

た
磁
祖
・
加
藤
民
吉
が
天
草
で
修
業

を
し
た
縁
で
、
友
好
を
築
い
て
い
ま

す
。
縁
は
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

ど
ん
な
状
況
で
も
「
天
か
ら
の
授
か

り
も
の
」
を
受
け
入
れ
る
天
草
人
の

性
根
を
、
「
ま
あ
良
か
で
が
、
そ
ん

う
ち
、
で
く
っ
と
。
あ
ん
ま
り
、
が

ま
だ
さ
ん
ご
と
。
」
と
、
言
っ
て
く

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

11
月
に
は
横
山
憲
子
先
輩
が
、
ん
十

年
ぶ
り
に
天
草
の
様
子
を
見
に
行
か

れ
ま
し
た
。
令
和
の
天
草
は
ど
ん
な

香
り
が
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
民
宿

に
も
滞
在
さ
れ
る
よ
う
な
の
で
「
憲

子
の
天
草
見
聞
録
」
を
、
是
非
と
も

中
京
支
部
会
員
へ
も
拡
散
し
て
欲
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

２
０
２
２
年
４
月
以
降
の
中
京
支
部
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

①
会
報
25
号
発
行(

5
月
5
日
）

②
会
報
25
号
発
送
作
業(

5
月
15
日
）

役
員
の
皆
様
総
出

で
会
報
を
3
つ
折

り
し
、
封
入
作
業

を
実
施
し
、
郵
送

い
た
し
ま
し
た
。

ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
役
員
の
皆

様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

③
総
会
開
催
中
止
に
伴
う
紙
面
総
会
開

催
（
5
月
5
日
～
）(

左
記
結
果
参
照
）

④
会
報
26
号
発
行(

12
月
25
日
）

①
令
和
４
年
度
総
会
・
懇
親
会(

6
月
）

②
3
支
部
交
流
会(

9
月
）

①
あ
ま
た
か
関
西

令
和
４
年
度
総
会
・
懇
親
会(

７
月
）
開

催
中
止

②
天
草
高
校
同
窓
会
・
図
南
会

令
和
４
年
度
大
同
窓
会
（
11
月
６
日
）

熊
本
県
内
在
住
参
加
者
限
定
で
の
縮
小

開
催
（
参
加
者
91
名
）

③
関
東
あ
ま
た
か
会

令
和
４
年
度
総
会
・
懇
親
会(

10
月
）
対

面
総
会
は
中
止
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会

を
昨
年
に
つ
づ
き
開
催

①
天
草
高
校
同
窓
会
入
会
式(

2
月
）

於
：
天
草
高
校
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会
長
挨
拶

天
草
の
香
り
の
中
京
支
部
へ

中
京
支
部
会
長

福
田
和
幸(

高
28
）

＜天草高校同窓会中京支部 紙面総会 結果報告＞

会報誌第25号を、会員の皆様に送付した際に、紙面総会として、

①第1号議案：令和3年度会計報告・令和4年度予算計画の件

②第2号議案：役員承認の件

賛否について、返信ハガキにて、回答を御願いしました。

結果をご報告いたします。 回答総数 ４７名

①第1号議案：賛成４７名、反対０名

②第2号議案：賛成４７名、反対０名

以上より、全会一致で承認されました。

会員の皆様ありがとうございました。

会
務
報
告

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
イ
ベ
ン
ト

他
地
区
の
状
況

今
後
の
予
定

鈴木三神

磁祖・加藤民吉
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【

特
集
】

天
草
高
校
校
歌

【校歌原文】

一、塵寰遠く隔てたる ああ西海の別天地

潮風薫る苓洲の 学びの園の露分けて

飛翔を習う雛鵬の 胸は希望に燃ゆる哉

二、振放みれば倉岳の 高嶺を出づる天つ日の

下界の暗を照らす時 天には真理地には道

人の心に「正大」の 聖き光ぞ溢るなる

三、時永久に寄る波の 鞺鞳として岸をうつ

天草灘の雄叫に 聞けや自然の動脈を

沸きて流るる「剛健」の 生命の潮の高鳴りを

四、神秘ぞ燃ゆる不知火の 筑紫の海に風凪ぎて

澄むや千尋の底深く 万象影を涵す時

一視同仁隔てなき 「寛厚」の徳君見ずや

天
草
高
校
校
歌
の
現
代
語
で
の
解
釈
を

吉
田
和
美
さ
ん
（
高
17
卒
）
に
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
代
語
解
釈
し
て

校
歌
を
歌
っ
て
み
て
下
さ
い
。
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校歌本文 解釈 （旧職員田口孝雄先生（現：鈴木神社宮司）による解釈文です。）比較して見て下さい。

一 塵寰（ｼﾞﾝｶﾝ）遠く隔てたる ああ西海（ｾｲｶｲ）の別天地

潮風薫る苓洲（ﾚｲｼｭｳ）の 学びの園の露分けて

飛翔（ﾋｼｮｳ）を習ふ雛鵬（ｽｳﾎｳ）の 胸は希望に燃ゆる哉

ごみごみした俗世間から遠く隔たったここ天草は ああ、まさに西海の別天地だ。

潮の香漂う天草の、その天草高校に朝早くから登校して励む生徒たち－やがて大空高く飛翔する日のために、

「飛ぶ」練習に余念のない鵬(おおとり)の雛のような若者たち－の胸は大きな希望に燃えている。

○塵寰…ごみごみとした俗世間。（＝人間）

○苓州…「天草」のことを別名「苓洲」という。「苓」は薬草として知られる甘草（ｶﾝｿﾞｳ）のこと。

それを読み替えて甘草→天草とした。江戸時代の中国趣味からでたシャレである。

○雛鵬…「鵬」とは想像上の巨大な鳥で、「おおとり」と読む。

何者にもとらわれない自由の象徴として、また、大事業をなす人物の比喩として用いる。

「雛鵬」はそのヒナ。将来、大人物になる若者に喩える。鵬雛・鳳雛も同じ。

二 振り放（ｻ）けみれば倉岳の 高嶺（ﾀｶﾈ）を出づる天（ｱﾏ）つ日の

下界の闇（ﾔﾐ）を照らす時 天（ｱﾒ）には真理（ﾏｺﾄ） 地には道

人の心に「正大」の 聖（ｷﾖ）き光ぞ溢（ｱﾌ）るなる

遠く仰ぎ見ると、倉岳の高峰から今しも太陽が昇るところだ。

あの太陽が下界の闇をあまねく照らす時

天には真理が、地には道が明らかになる。

そして人の心には「正大」という聖い光が溢れることだなあ。

○倉岳…天草諸島の最高峰。

○天つ日…太陽。「つ」は「の」と同じ連体格の助詞。

さし昇る朝日の爽やかさ、地上を遍く照らす太陽のイメージを綱領の「正大」（＝正しくすがすがしい）

と結合させてある。

○ぞ…強調の係り結び。「なる（なり）」は伝聞・推定の助動詞の連体詞だがが、ここは詠嘆の用法。

三 時永久（ﾄｺｼｴ）に寄る波の とう鞳（ﾄｳ）として岸を打つ

天草灘の雄叫び（ｵﾀｹﾋﾞ）に 聞けや自然の動脈を

沸きて流るる「剛健」の 生命（ｲﾉﾁ）の潮の高鳴りを

太古から絶えることなく寄せる波がドドーン、ドドーンと岸を打つ。

その天草灘の、雄叫びのような潮の音に自然の力強い鼓動を聞くのだ。

沸きあがり、流れてやまぬ「剛健」の生命の潮の高鳴りをそこに聞くのだ。

○鞺鞳…太鼓・滝などのドーン・ドドーッといった感じの形容。よみは「とうとう」が正しい。

○剛健…心身ともに強くたくましいこと。

「質実剛健」ともいう。その場合は実質を重んじ虚飾を排する意味合いが加わる。

天草西海岸の激しく男性的なイメージと結合させてある。

四 神秘ぞ燃ゆる不知火（ｼﾗﾇﾋ）の 筑紫の海に風凪（ﾅ）ぎて

澄むや千尋の底深く 万象影を涵（ﾋﾀ）す時

一視同仁 隔てなき 「寛厚」の徳 君見ずや

不知火が神秘的に燃える天草の東の海。

風は穏やかに凪いで千尋の底深くまで澄んだその海がありとあらゆるものをつつみこむ時、

すべてを分けへだてなく受け入れ、愛する「寛厚」の徳を、君はそこに見るだろう。

○不知火…古くは「筑紫」の枕詞としても用いられたが、ここでは実質的な意味を担っている。

○筑紫の海…九州の海の意だが、ここでは三番の歌詞の対応からも、天草の東側の海全体

（不知火海＝八代海と有明海）を指すと解するのがよい。

○万象…すべてのもの。

○一視同仁…すべてのものを平等に愛すること。

○寛厚…心がひろく、やさしいこと。豊かな海の包容力、浄化能力、そして東の海の穏やかで女性的なイメージ

と結合させてある。
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●
橋
本
浩
二
さ
ん(

高
12
卒
）

元
気
に
し
て
お
り
ま
す
。

●
鈴
谷

政
城
さ
ん(

高
15
卒
）

役
員
の
皆
様
ご
苦
労
様
で
す
。
病
気

療
養
中
に
よ
り
欠
席
し
ま
す
。

●
北
野

忠
夫
さ
ん(

高
14
卒
）

平
穏
な
世
の
中(

世
界
）
に
一
日
も

早
く
な
り
ま
す
よ
う
に
。
笑
顔
で
会

え
る
日
が
来
年
は
実
現
し
ま
す
よ
う

に
。
皆
様
の
ご
健
康
を
お
祈
り
致
し

ま
す
。

●
加
藤

邦
子
さ
ん(

高
15
卒
）

事
務
局
の
小
山
様
に
は
何
か
ら
何
ま

で
お
世
話
を
い
た
だ
き
ほ
ん
と
う
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
”
飛
翔
”
も
と
て
も

美
し
い
刷
り
上
が
り
で
内
容
も
充
実

し
て
一
気
に
読
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

●
北
川

美
和
さ
ん(

高
33
卒
）

コ
ロ
ナ
が
な
か
な
か
落
ち
つ
か
ず
息

苦
し
い
日
々
で
す
。
特
養
で
働
い
て

い
る
の
で
、
県
外
へ
で
か
け
る
事
も

で
き
ず
、
早
く
落
ち
つ
い
て
ほ
し
い

と
想
い
、
す
ご
し
て
い
ま
す
。
天
草

へ
も
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
、
な
つ
か

し
さ
が
つ
の
る
ば
か
り
で
す
。

●
亀
川

隆
さ
ん(

高
24
卒
）

映
画
「
の
さ
り
の
島
」
を
鑑
賞
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
を
受
け

入
れ
る
と
い
う
事
で
私
の
母
（
92
才
）

そ
の
も
の
の
感
が
し
ま
し
た
。

●
岡
田

明
さ
ん(

高
7
卒
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
金
田

ま
り
さ
ん(

高
39
卒
）

長
年
、
会
報
誌
等
の
ご
送
付
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
誠
に
勝
手
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
是
を
以
て
名
簿

よ
り
削
除
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
荒
木

誠
喜
さ
ん(

高
9
卒
）

す
ば
ら
し
い
会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
幹
事
の
皆
様
の
ご
苦
労
に

頭
が
下
が
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
松
田

信
孝
さ
ん(

高
16
卒
）

私
は
２
０
２
１
年
10
月
26
日
に
生
ま

れ
故
郷
の
天
草
に
帰
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
吉
田

和
美
さ
ん(

高
17
卒
）

天
草
と
天
草
高
等
学
校
に
関
す
る
書

物
を
読
ん
で
、
「
天
草
高
等
学
校
沿

革
史
」
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
明

治
29
年
4
月
に
熊
本
県
尋
常
中
学
濟
々

黌
天
草
分
黌
と
し
て
創
設
さ
れ
、
大

正
15
年
頃
、
図
南
橋
が
か
け
ら
れ
、

大
正
元
年
に
創
立
さ
れ
た
天
草
養
正

女
学
校
と
共
に
昭
和
23
年
熊
本
県
立

天
草
高
等
学
校
と
天
草
女
子
高
等
学

校
と
な
っ
た
両
校
が
昭
和
24
年
4
月

に
、
男
女
共
学
の
熊
本
県
立
天
草
高

等
学
校
と
成
っ
た
こ
と
は
感
慨
深
い

歴
史
の
一
端
で
す
。
天
草
高
等
学
校

「
校
歌
」
は
天
草
の
大
自
然
と
私
達

の
心
意
気
、
心
構
え
を
描
い
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
「
校
歌
」
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
誇
り
を
持
っ
て
、
在
校
生
、
同

窓
生
、
み
ん
な
で
力
強
く
、
胸
を
張
っ

て
歌
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
田
中
美
奈
代
さ
ん(

高
23
卒
）

各
役
員
の
皆
様
方
に
は
お
世
話
様
に

な
り
ま
す
。
総
会
も
行
わ
れ
な
い
と

の
事
、
残
念
に
思
い
ま
す
が
、
皆
様

が
健
康
で
過
ご
さ
れ
る
事
が
一
番
と

思
い
ま
す
。
紙
面
総
会
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

●
大
谷

寛
さ
ん(

高
25
卒
）
・
大

谷

千
賀
子
さ
ん(

高
30
卒
）

天
草
に
用
事
が
あ
る
方
、
お
手
伝
い

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
言
っ

て
下
さ
い
。
天
草
出
張
所
、
頑
張
り

ま
す
。

●
佐
古
恵
子
さ
ん(
高
26
卒
）

役
員
の
皆
様
の
お
骨
折
り
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
会
報
の
充
実

も
本
当
に
す
ば
ら
し
い
で
す
。
コ
ロ

ナ
が
お
ち
つ
き
、
来
年
の
総
会
が
開

催
さ
れ
皆
様
の
お
元
気
な
顔
が
見
ら

れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

●
中
原
一
郎
さ
ん(

高
16
卒
）

「
飛
翔
」
第
25
号
は
中
京
支
部
40
周

年
記
念
号
で
し
た
。
栄
光
も
あ
れ
ば

挫
折
も
あ
っ
た
筈
で
す
が
、
編
集
後

記
に
さ
ら
っ
と
触
れ
る
に
と
ど
め
ら

れ
た
あ
た
り
編
集
者
の
思
慮
に
思
い

や
る
と
品
格
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
の
新
生
・
中
京
図
南
会
の
見
事

な
活
動
に
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
で

す
。

（
１
）
「
紙
面
総
会
」
は
コ
ロ
ナ
禍

克
服
の
方
策
と
し
て
着
想
が
良
い
で

す
ね
。
よ
く
ぞ
工
夫
さ
れ
た
も
の
で

す
。

（
２
）
財
政
逼
迫
の
中
、
会
報
誌
年

2
回
発
行
は
英
断
で
し
た
。
私
な
り

に
応
援
し
た
い
の
で
、
こ
の
英
断
に

対
し
て
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

（
３
）
今
回
の
特
別
付
録
は
、
魚
貫

炭
鉱
で
し
た
。
「
・
・
・
よ
く
ボ
タ

を
採
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
ゴ
メ
ン
ナ

サ
イ
。
」
の
と
こ
ろ
を
読
ん
で
グ
ッ

と
き
ま
し
た
。
天
草
の
地
質
の
話
は

詳
し
い
の
で
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

（
４
）
「
天
草
ラ
イ
フ
」
の
記
事
や

「
各
地
区
同
窓
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

な
ど
盛
沢
山
な
の
で
、
50
g
ギ
リ
ギ

リ
の
郵
送
は
大
変
だ
ろ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
私
は
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
い
ま
す
の
で
郵
送
を
省
略

し
て
貰
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
節
減

第
一
で
す

●
小
山

康
志
さ
ん(

高
26
卒
）

「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」
コ
ロ
ナ
も
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会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

会
報
25
号
の
紙
面
総
会
回
答
の
返
信
ハ
ガ
キ
で
、
皆
様
か
ら
届
い
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。(

掲
載
順
は
、
到
着
順
で
す
。
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
個
人
情
報
に
関
す
る
部
分
は
、
一
部
割
愛

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
了
解
く
だ
さ
い
。
）



終
息
し
て
、
元
気
な
姿
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
！
。

●
玉
田

光
一
さ
ん(

高
33
卒
）

封
筒
の
名
前
の
漢
字
が
違
っ
て
い
ま

す
。
訂
正
願
い
ま
す
。
。

●
尾
田
原
茂
捻
さ
ん(

高
12
卒
）

中
京
支
部
活
動
ご
苦
労
様
で
す
。
こ

の
2
年
間
で
体
調
悪
く
し
て
種
々
の

活
動
に
参
加
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

●
山
田

順
子
さ
ん(

高
33
卒
）

遅
く
な
り
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

●
横
山

憲
子
さ
ん(

高
13
卒
）

遅
く
な
り
ま
し
た
！
相
次
ぐ
訃
報
に

よ
る
退
会･

･
･
･

新
会
員
の
確
保
の
難

し
さ･

･
･
･

を
考
え
る
と
先
行
き
不
安

が
つ
の
る
ば
か
り
で
す
ね
！
例
え
ば

ご
遺
族
が
望
む
な
ら
～
賛
助
会
員
と

言
う
新
し
い
枠
を
も
う
け
る
の
っ
て

難
し
い
で
す
か
ね
！

●
伊
藤
兼
行
さ
ん(

高
18
卒
）

令
和
5
年
6
月
18
日
中
京
支
部
の
皆

様
と
ル
ブ
ラ
王
山
で
の
再
会
を
楽
し

み
に
こ
の
一
年
頑
張
り
ま
す
。
。

●
生
本

照
美
さ
ん(

高
23
卒
）

い
つ
も
会
報
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
遅
く
な

り
ま
し
た
が
、
8
月
23
日
年
会
費
を

払
込
み
ま
し
た
。
私
事
で
は
あ
り
ま

す
が
、
古
希
を
迎
え
て
身
辺
の
整
理

を
し
て
い
か
な
く
て
は
と
思
い
、
今

回
を
も
っ
て
会
を
辞
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
永
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
祈

願
し
て
お
り
ま
す
。
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次
の
方
々
の
訃
報
が
判
明
し
ま
し
た
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

●
岩
佐
か
お
る
さ
ん

(

高
女
32
卒
）

●
清
水
恵
子
さ
ん
（
高
11
卒
）

訃
報
情
報
が
判
明
し
ま
し
た
ら
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
報
編
集
部
で
は
、
会
員
の
皆

様
に
た
め
に
な
る
、
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
「
会
報
誌
」
を
作
成
し
、

お
届
け
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を

目
指
し
、
会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄

稿
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
「
コ

ロ
ナ
禍
で
の
生
活
で
想
う
こ
と
」

「
天
草
へ
の
想
い
」
「
私
の
好
き

な
こ
と
」
「
私
の
趣
味
・
習
い
事
」

な
ど
な
ん
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

寄
稿

い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
返
信

ハ
ガ
キ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
欄
あ
る
い

は
事
務
局
の
メ
ー
ル
（
表
紙
に
掲

載
）
あ
る
い
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
参

加
い
た
だ
き
、
事
務
局
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
会
報
作
成

に
御
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
探
し

て
お
り
ま
す
。
編
集
部
を
助
け
て

下
さ
い
。
ヘ
ル
プ
・
ミ
ー
！

会
報
誌
寄
稿
の
御
願
い

●
下
世

稔
子
さ
ん(

高
14
卒
）

荒
木
啓
治
朗
さ
ん
と
同
期
で
す
。
令
和
1
年
、
2
年
、
3
年
と
老
人
会
の
会

長
を
や
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
2
年
の
時
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
は
８
ク
ラ
ブ
有
り
、
表
彰
を
受
け
た
の
は
愛
知
県
で

３
ク
ラ
ブ
だ
け
で
し
た
。
中
日
新
聞
に
も
掲
載
し
て
下
さ
り
、
大
い
に
励
み

と
な
り
ま
し
た
。
会
費
１
万
円
を
同
封
し
ま
し
た
。

(

左
の
記
事
は
、
中
日
新
聞
（
な
ご
や
東
版
）
２
０
２
０
年
10
月
20
日
号
で
、

日
進
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
模
様
を
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。
）



18
歳
で
大
学
に
入
り
、
入
学
式
に

出
て
来
た
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
「
都
の

西
北
」
に
シ
ビ
レ
、
ふ
ら
ふ
ら
っ
と

入
部
し
た
。

そ
の
時
点
で
は
歌
う
こ
と
を
生
涯

の
趣
味
に
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
ま

さ
か
、
そ
れ
か
ら
70
年
合
唱
ひ
と
筋
、

歌
ひ
と
筋
の
生
活
を
送
る
こ
と
に
な

る
と
ま
で
は
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ

た
。学

生
時
代
も
、
ワ
セ
ダ
卒
と
い
う

よ
り
、
ワ
セ
グ
リ
卒
と
言
う
の
が
適

切
と
言
っ
た
あ
り
さ
ま
。
そ
の
後
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
仲
間
と
「
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ

ク
ス
」
を
結
成
し
て
か
ら
は
、
そ
れ

で
飯
を
食
う
こ
と
に
！

今
年
米
寿
の
私
、
18
か
ら
こ
こ
ま

で
70
年
は
歌
バ
カ
人
生
で
あ
っ
た
。

そ
の
間
、
何
度
も
中
京
地
区
の
各

地
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
が
、
同

窓
会
中
京
支
部
と
親
密
に
な
っ
た
の

は
、
平
成
24
年
6
月
の
中
京
支
部
創

立
30
周
年
の
大
会
に
私
個
人
で
の
招

き
を
受
け
て
か
ら
だ
。
懐
か
し
い
5

回
生
の
面
々
と
の
再
会
の
み
な
ら
ず
、

幹
事
の
皆
様
と
親
し
く
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

そ
の
後
、
豊
田
市
で
の
賠
償
千
恵

子
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
の

折
、
訪
ね
来
ら
れ
た

横
山
憲
子
さ
ん
と
同

じ
旧
満
州
生
ま
れ
で
意

気
投
合
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
、
横
山

さ
ん
の
招
き
で
、
令
和
2
年
3
月
の

楽
風
な
る
珈
琲
香
房
で
、
私
の
ソ
ロ

ラ
イ
ブ
を
決
行
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

映
画
「
の
さ
り
の
島
」
の
上
映
会
を

山
本
監
督
を
招
い
て
開
催
の
折
、
馳

せ
参
じ
る
な
ど
交
流
を
深
め
て
い
る
。

昨
年
8
月
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
の

ト
ッ
プ
テ
ナ
ー
西
脇
久
夫
が
他
界
し

た
が
、
三
人
で
シ
ツ
コ
ク
活
動
を
続

け
、
今
年
5
月
に
は
名
古
屋
と
豊
田

で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。
同
窓

会
の
皆
さ
ん
も
多
数
お
い
で
い
た
だ

き
大
い
に
感
謝
し
て
い
る
。
豊
田
で

は
、
市
長
も
お
い
で
い
た
だ
き
、
早

稲
田
同
窓
の
よ
し
み
で
ス
テ
ー

ジ
上
で
交
歓
し
た
。

12
月
7
日(

水)

の
名
古
屋
の
中
村
文

化
小
劇
場
を
初
め
と
し
て
、
全
国
で
、

「
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
全
国
で

開
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

12
月
7
日(

水
）
、
8
日(

木
）
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
エ
コ

プ
ロ2

0
2
2

に
、
天
草
高
校
科
学
部
の

ア
マ
モ
班
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
「S

T
I

f
o
r

S
D
G
s

」
ア
ワ
ー

ド
の
次
世
代
賞
を
受
賞
し
た
研
究
を

発
表
し
ま
し
た
。
発
表
は
Ｊ
Ｓ
Ｔ

（
国
立
研
究
開
発
法
人

科
学
技
術

振
興
機
構
）
の
ブ
ー
ス
内
で
行
い
ま

し
た
。
参
加
初
日
は
、
終
日
の
パ
ネ

ル
前
と
、
30
分
の
ブ
ー
ス
内
で
の
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

校
外
学
習
の
小
中
学
生
や
企
業
の
大

人
の
方
々
な
ど
が
来
場
さ
れ
、
多
く

の
方
々
に
ア
マ
モ
班
の
研
究
を
発
表

し
ま
し
た
。
同
窓
会
の
方
も
、
「
関

東
あ
ま
た
か
会
」
の
皆
さ
ん
が
応
援

に
駆
け
付
け
ま
し
た
。
中
京
支
部
も

今
後
の
活
躍
を
応
援
し
ま
す
。
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天
高
五
回
生
歌
バ
カ
老
人

ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス

玉
田
元
康
（
高
５
）

特
別
寄
稿

名古屋でのコンサート（5月）

豊田市長(右から2人目）とボニージャックス

天
草
高
校
科
学
部
「
エ
コ

プ
ロ
２
０
２
２
」
参
加



『
ツ
ヒ
ノ
ス
ミ
カ
』
２
０
２
３
年
1

月
22
日
（
日
）
18
時
〜
楽
風
で
上
映

今
年
の
1
月
8
日
。
天
草
出
身
の
横

山
憲
子
さ
ん
に
導
か
れ
『
の
さ
り
の

島
』
を
豊
田
市
の
カ
フ
ェ
楽
風
で
上

映
い
た
だ
い
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま

す
。
こ
の
間
、
熊
本
、
東
京
、
札
幌
、

長
崎
な
ど
本
当
に
多
く
の
場
所
で

『
の
さ
り
の
島
』
を
上
映
い
た
だ
き

ま
し
た
。
新
年
２
０
２
３
年
1
月
21

日
（
土
）
、
ち
ょ
う
ど
一
年
後
に
、

豊
田
カ
フ
ェ
で
再
び
『
の
さ
り
の
島
』

を
上
映
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
驚
く
の
は
、
全
国
ど
こ
で

上
映
し
て
も
、
必
ず
「
天
草
出
身
で

す
」
と
声
を
か
け
て
下
さ
る
方
々
と

巡
り
会
え
る
こ
と
で
す
。
驚
嘆
す
る

ほ
ど
に
、
全
国
隈
な
く
、
天
草
を
郷

里
と
慕
う
方
々
が
い
る
こ
と
に
、
驚

き
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
お
ま
け
に
、

先
日
11
月
26
日
に
は
、
『
の
さ
り

の
島
』
を
ご
覧
に
な
っ
た
方
々
が
全

国
か
ら
天
草
に
集
ま
り
、
『
の
さ
り

の
島
』
ロ
ケ
地
巡
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
天
草
の
魅
力
に
惹
き
つ
け
ら

れ
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
方
々
が
全

国
か
ら
30
名
も
天
草
に
訪
れ
、
本
渡

の
銀
天
街
や
第
一
映
劇
、
﨑
津
な
ど

を
回
り
ま
し
た
。
『
の
さ
り
の
島
』

か
ら
発
せ
ら
れ
た
マ
グ
マ
は
、
ま
だ

冷
え
る
こ
と
な
く
、
じ
わ
じ
わ
と
ご

覧
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
中
に
浸
透

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
、
こ
う
し

た
上
映
活
動
も
中
京
地
区
で
は
今
回

の
豊
田
カ
フ
ェ
で
の
上
映
が
最
後
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ま
、

周
囲
の
皆
さ
ま
に
、
天
草
の
心
を
伝

え
る
機
会
と
し
て
、
1
月
21
日
（
土
）

18
時
か
ら
の
豊
田
カ
フ
ェ
で
の
『
の

さ
り
の
島
』
の
上
映
を
ご
案
内
下
さ

い
。ま

た
、
今
回
は
特
別
上
映
と
し
ま

し
て
、
手
前
味
噌
で
す
が
私
の
作
品

の
中
で
過
去
に
最
も
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
『
ツ
ヒ
ノ
ス
ミ

カ
』
（
ス
ペ
イ
ン
国
際
映
画
祭P

U

N
T
O

D
E

V
I
S
T
A

ジ
ャ
ン
・
ヴ
ィ
ゴ

賞
受
賞
）
を
、
1
月
22
日
（
日
）

18
時
か
ら
、
豊
田
市
の
カ
フ
ェ
楽

風
で
上
映
し
ま
す
。
90
歳
に
な
る

私
の
実
の
祖
母
が
、
高
齢
に
な
っ

た
た
め
息
子
夫
婦
と
同
居
を
決
め

た
も
の
の
、
自
身
の
荷
物
を
捨
て

ら
れ
る
こ
と
に
抵
抗
を
試
み
る
顛

末
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

で
す
。
自
身
の
膨
大
な
荷
物
を
ど

う
整
理
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う

「
終
活
」
に
お
け
る
悩
み
を
モ
チ
ー

フ
に
、
老
婆
と
実
の
息
子
の
「
片

付
け
」
に
明
け
暮
れ
る
一
夏
を
描

い
た
小
品
で
す
。
皆
さ
ま
に
深
い

感
慨
を
お
届
け
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。
私
も
21
日
、
22
日

と
豊
田
に
駆
け
つ
け
、
皆
さ
ま
と

映
画
を
め
ぐ
る
ひ
と
と
き
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

『
の
さ
り
の
島
』
を
巡
る
、
今
回

の
豊
田
市
で
の
上
映
の
広
ま
り
も
、

ま
さ
に
「
の
さ
り
」
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ま
ど
う
か
、
1
月
21
日

（
土
）
豊
田
カ
フ
ェ
『
の
さ
り
の

島
』
、
1
月
22
日
（
日
）
楽
風

『
ツ
ヒ
ノ
ス
ミ
カ
』
上
映
に
お
越

し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
下
記
上
映
会
の
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
QR
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン

で
場
所
確
認
で
き
ま
す
。
）
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達
者
だ
っ
た
バ
ア
ち
ゃ
ん
が
、
突
然
「一
人
は
寂
し
い
」と
言
っ
た
。

家
の
取
り
壊
し
と
片
付
け
を
巡
る
、
バ
ア
ち
ゃ
ん
の
一
夏
の
レ
ク
イ
エ
ム
。

『
の
さ
り
の
島
』
監
督

山
本
起
也

ドキュメンタリー映画「ツイノスミカ」

映画「のさりの島」上映会
上映後山本監督のトークショー有り

・日時 令和5年1月21日（土）

・場所 豊田市民会館内 豊田カフェ

（駐車台数多数）

・入場料 2,000円

＊ワンドリンクオーダーご協力下さい。

・開場17:30～ ・上映18:00～

・ご予約 横山(13回生）携帯090-1744-9003
・昨年お買い求めいただいた未使用の前売券をお持ちの方は、

券と差額600円の差額を受付で追加して下さい。

映画「ツイノスミカ」上映会
上映後山本監督のトークショー有り

・日時 令和5年1月22日（日）

・場所：珈琲香房 楽風(らふ)（豊田市駅徒歩２分）

※ 駐車台数が限られており、極力公共交通機関でお越し頂くか、

周辺の駐車場をご利用下さい。

入場料：2,000円 ワンドリンク付

開場：17時～ 上映：18時～

ご予約：珈琲香房 楽風(らふ) 0565（32）0233

又は 横山(13回生) 090-1744-9003 (但し15時以降)



中
京
地
区
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
、

天
草
市
と
豊
田
市

の
ご
縁
を
ご
存
じ

で
し
た
か
…
。

20
年
ほ
ど
前
に
私
は
佐
藤
一
道
さ
ん

に
出
会
い
、
天
草
と
豊
田
の
歴
史
を

聞
い
て
は
じ
め
て
深
い
ご
縁
を
知
り

ま
し
た
。

佐
藤
一
道
さ
ん
は
豊
田
市
の
山
間
部

に
あ
る
平
勝
寺
（
曹
洞
宗
）
の
ご
住

職
で
す
。
平
勝
寺
に
は
国
指
定
の
重

要
文
化
財
で
あ
る
聖
観
音
菩
薩
坐
像

を
は
じ
め
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
盆
踊
り
の
原
型
と
も
い
わ

れ
る
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
綾
渡
の
夜
念
仏
と
盆
踊
」
が
お
こ

な
わ
れ
ま
す
。

お
盆
の
時
期
に
平
勝
寺
を
訪
れ
、
母

の
供
養
に
夜
念
仏
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

左
の
写
真
は
、
我
が
家
で
母
の
法
事

を
勤
め
た
時
の
佐
藤
住
職
と
私
の
孫

た
ち
で
す
。

佐
藤
さ
ん
は
同
志
社
大
学
工
学
部
を

出
た
エ
ン

ジ
ニ
ア
で

し
た
が
、

27

歳
の
時

出
家
さ
れ

ま
し
た
。

10

年
間
、

修
行
道
場
に
在
籍
し
そ
の
後
、
平
勝

寺
の
住
職
に
な
り
既
に
33
年
が
経
っ

た
そ
う
で
す
。

佐
藤
さ
ん
は
今
年
74
歳
に
な
り
ま
す

が
、
私
の
中
国
語
の
生
徒
で
す
。
佐

藤
さ
ん
は
中
国
、
天
津
の
南
開
大
学

に
留
学
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
愛

知
大
学
で
中
国
学
修
士
号
も
取
得
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
佐
藤
さ
ん
に
天
草
と
豊

田
の
ご
縁
に
つ
い
て
連
載
し
て
頂
く

様
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引

き
受
け
て
下
さ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
佐
藤
さ
ん
、
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

横
山
先
生
の
ご
紹

介
に
あ
ず
か
り
ま

し
た
佐
藤
一
道
で

す
。

天
草
高
校
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
豊
田

と
天
草
の
ご
縁
に
関
す
る
お
話
を
い

た
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
興
味
を
引
く

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
で
す

が
、
始
め
ま
す
。

豊
田
と
天
草
の
関
係
は
今
に
始
ま
っ

た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
豊
田
の

一
部
が
三
河
国
足
助
の
庄
と
呼
ば
れ
、

天
草
が
肥
前
国
唐
津
藩
に
統
治
さ
れ

て
い
た
時
代
に
生
き
た
ひ
と
り
の
人

物
か
ら
関
係
が
結
ば
れ
ま
し
た
。
今

か
ら
約
四
百
年
前
の
こ
と
で
す
。

ゆ
く
ゆ
く
は
、
そ
の
人
物
を
中
心
に

話
を
進
め
ま
す
が
、
今
回
は
も
っ
と

身
近
に
私
に
関
係
す
る
天
草
の
話
を

し
ま
す
。

私
た
ち
僧
侶
は
イ
ン
ド
の
釈
尊
よ
り

代
々
、
弟
子
が
師
匠
の
法
を
受
け
継

い
で
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
そ
の
法
統
は
無
数
に
あ
り
ま
す
。

私
の
法
統
の
曾
祖
父
は
沢
木
興
道

（
以
下
「
老

師
」
と
い
う
）

で
す
。
老
師

は
明
治
13
年
、

三
重
県
で
生

ま
れ
ま
し
た
。

老
師
が
18

歳

の
と
き
天
草

郡
楠
浦
村
宗
心
寺
の
沢
田
興
法
師
に

つ
い
て
得
度
（
出
家
し
正
式
な
僧
と

な
る
こ
と
）
を
受
け
ま
し
た
。

禅
門
で
は
一
人
前
の
僧
侶
と
な
る
に

は
、
ま
ず
得
度
式
を
挙
げ
、
師
匠
の

も
と
で
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

そ
の
後
、
道
を
求
め
て
全
国
を
行
脚

し
、
心
か
ら
信
頼
で
き
る
師
匠
を
探

す
旅
に
出
る
の
が
慣
わ
し
で
す
。

沢
田
興
法
師
の
も
と
で
漢
詩
や
書
道
、

お
経
や
仏
典
を
習
い
、
明
治
32
年
、

行
雲
流
水
の
如
く
師
を
尋
ね
、
道
を

訪
れ
て
老
師
は
天
草
を
去
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
正
時
代
に
入
っ
て
老
師

は
も
う
一
度
、
熊
本
と
関
係
を
持
ち

ま
す
。

熊
本
市
の
郊
外
、
川
尻
に
あ
る
大

慈
寺
で
坐
禅
修
行
し
て
い
る
と
、
そ

れ
に
共
鳴
し
た
第
五
高
等
学
校
の
学

生
た
ち
が
続
々
と
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。当

時
の
五
高
生
は
、
ほ
ぼ
帝
大
へ

入
学
し
末
は
博
士
か
大
臣
か
と
ば
か

り
、
大
威
張
り
で
腕
白
の
限
り
を
つ

く
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
ら
五
高
生
と
の
交
流
は
老
師

の
一
生
に
と
っ
て
重
要
な
一
転
機
で

し
た
。
五
高
生
に
出
会
わ
な
か
っ
た

ら
既
成
宗
教
の
一
線
を
脱
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
日
露
戦
争
か
ら
帰
っ
て
以
来
、

勉
強
と
坐
禅
で
神
経
が
細
く
な
っ
て

い
た
わ
し
も
、
五
高
生
に
よ
っ
て
見

事
に
つ
く
り
直
さ
れ
た
」
と
老
師
は

述
懐
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
24
年
、
老
師
は
京
都
の
安
泰

寺
に
紫
竹
林
参
禅
道
場
を
開
設
し
ま

し
た
。

そ
の
安
泰
寺
で
私
は
昭
和
51
年
に

得
度
を
受
け
ま
し
た
。

安
泰
寺
所
有
の
掛
軸
を
虫
干
し
た

と
き
、
力
強
く
書
か
れ
た
書
が
目
に

止
ま
り
ま
し
た
。

「
南
無
大
強
精
進
勇
猛
仏
」
と
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
の
意
味

と
掛
軸
の
由
来
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
を
好
ん
で
書
い
た
の
は
江

戸
時
代
初
期
に
天
草
で
活
躍
し
た
鈴

木
正
三
と
い
う
僧
で
あ
る
。
沢
木
老

師
が
天
草
で
入
手
し
た
も
の
で
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
以
来
、
天
草
と
鈴
木
正
三
に
関

心
を
も
ち
ま
し
た
。

そ
の
12
年
後
、
昭
和
63
年
に
こ
こ
平

勝
寺
の
住
職
に
な
っ
て
、
此
の
地
が

鈴
木
正
三
、

鈴
木
重
成

の
生
地
で

あ
る
こ
と

に
気
が
付

き
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、

鈴
木
正
三

の
著
書
を
読
ん
で
い
ま
す
。

次
回
以
後
、
鈴
木
正
三
と
そ
の
弟
鈴

木
重
成
を
中
心
に
し
て
豊
田
と
天
草

の
ご
縁
を
述
べ
ま
す
。

（
つ
づ
く
）
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新
連
載
「天
草
と
豊
田
の
つ
な
が
り
」①

こ
の
た
び
、
天
草
と
豊
田
の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
、
豊
田
市
に
あ
り
ま
す

平
勝
寺
の
住
職
で
あ
る
佐
藤
一
道
さ
ん
に
、
「
天
草
と
豊
田
の
つ
な
が
り
」

に
つ
い
て
、
連
載
を
御
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
楽
し
み
に
。
佐

藤
さ
ん
を
推
薦
い
た
だ
い
た
横
山
さ
ん
に
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。

意
外
と
知
ら
な
い
～

天
草
市
と
豊
田
市
の
ご
縁

平
勝
寺
（
曹
洞
宗
）
住
職

佐
藤
一
道

横
山
憲
子
（
高
13
）

鈴木正三史跡公園（豊田市）

沢木興道(老師)



NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回

1 川崎　伸明 中35 18 荒木　啓治朗 14 35 下田　久 19 52 大谷　寛 25

2 坂本　忠男 併１ 19 下世　稔子 14 36 徳田　良美 20 53 中村　ひとみ 26

3 萩原　勲 1 20 北野　忠夫 14 37 打越　千世 20 54 原田　良子 26

4 金澤　嘉子 7 21 向　　亮一 15 38 益田　滋 21 55 佐古　恵子 26

5 松下　良悟 9 22 河辺　キヨカ 15 39 錦戸　ルミ子　 21 56 小山　康志 26

6 釜口　康昭 9 23 鈴谷　政城 15 40 三屋　紀代美 21 57 福田　和幸 28

7 荒木　誠喜 9 24 武田　勝洋 15 41 田城　正廣 21 58 久野　佐代子 28

8 吉永　成信 9 25 加藤　邦子 15 42 岡田　義昭 22 59 宮崎　和仁 29

9 三原　冨枝 10 26 中原　一郎 16 43 安東　ヒデミ 22 60 大谷　千賀子 30

10 宮崎　逸子 11 27 大塚　學 16 44 平本　隆二 22 61 金子　洋子 33

11 尾田原　茂稔 12 28 佐々木　宣人 16 45 田口　功 22 62 玉田　光一 33

12 諸井　龍一郎 12 29 松田　信孝 16 46 生本　照美 23 63 福田　陽子 33

13 白木　真弓美 12 30 吉田　和美 17 47 田中　美智代 23 64 山田　順子 33

14 平方　良介 12 31 鶴見　リヲ 17 48 本山　弘泰 23 65 松崎　一輝 41

15 中村　ミツエ 定12 32 伴野　ツヨミ 17 49 亀川　隆 24 66 服部　康信 43

16 橋本　浩二 12 33 伊藤　兼行 18 50 杉浦　隆子 25

17 横山　憲子 13 34 原田　洋俊 18 51 近藤　紀代 25

NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回 NO 氏名 卒回

1 坂本　忠男 併１ 4 尾田原　茂稔 12 7 大塚　學 16

2 故・金子泰孝 1 5 下世　稔子 14 8 中原　一郎 16

3 松下　良悟 9 6 加藤　邦子 15 9 伊藤　兼行 18

総計　66名
(昨年度73名）

総計9名
(昨年度15名）
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２
０
２
２
年
10
月
22
日(

日
）
名

古
屋
市
の
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
開

催
さ
れ
た
第
70
回
全
日
本
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
（
全
日
本
吹
奏
楽
連
盟
、

朝
日
新
聞
社
主
催
）
の
中
学
校
の
部

で
、
熊
本
県
内
か
ら
九
州
支
部
代
表

と
し
て
出
場
し
た
天
草
市
立
本
渡
中

学
校
は
、
銀
賞
を
受
け
ま
し
た
。
自

由
曲
で
は
「
交
響
曲
第1

番
」
（
ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
）
を
披
露
し
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
有
名
曲
に
吹
奏
楽

で
挑
戦
し
、
フ
ル
ー
ト
や
サ
ク
ソ
フ
ォ

ン
で
弦
楽
器
の
よ
う
な
響
き
を
奏
で
、

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
中
京
支
部

か
ら
も
、
会
場
に
応
援
に
か
け
つ
け

ま
し
た
。

天
草
高
校
の
同
窓
生
で
、
今
年
で

デ
ビ
ュ
ー
４
０
周
年
を
迎
え
た
歌
手

「
原
田
悠
里
」
さ
ん
が
、
8
月
10
日
、

天
草
高
校
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
早

速
、
吹
奏
楽
部
の
練
習
に
参
加
さ
れ

て
、
原
田
さ
ん
は
、
「
自
分
の
高
校

時
代
の
話
や
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
歌
手

に
な
り
た
か
っ
た
け
れ
ど
親
か
ら
反

対
さ
れ
た
の
で
鹿
児
島
大
学
の
教
育

学
部
で
音
楽
専
科
に
入
り
、
声
楽
を

学
ん
だ
こ
と
や
親
を
納
得
さ
せ
る
た

め
に
横
浜
で
３
年
間
小
学
校
の
先
生

を
勤
め
、
そ
の
後
、
北
島
音
楽
事
務

所
に
入
っ
て
歌
手
を
目
指
し
た
こ
と
、

今
で
は
全
国
各
地
を
巡
っ
て
い
る
け

れ
ど
天
草
ほ
ど
心
に
響
く
地
も
言
葉

も
な
い
と
い
う
こ
と
、
「
徒
然
な
か
」

と
い
う
言
葉
が
残
る
天
草
は
素
敵
な

故
郷
だ
と
い
う
こ
と
。
」
そ
し
て

「
夢
は
叶
う
よ
。
私
は
遠
回
り
し
た

け
れ
ど
し
っ
か
り
叶
っ
た
。
皆
も
夢

を
し
っ
か
り
追
い
か
け
な
さ
い
」

と

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま

し
た
。

来
年
１
月
21
日
に

デ
ビ
ュ
ー
40

周
年
を
記
念
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
本
渡
で
開
催
さ
れ
る
そ

う
で
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
会
報
第
26
号
の
発
行
が
、
予

定
よ
り
1
か
月
近
く
遅
く
な
り
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
担
当
者
が
、
天
草
の
実
家
の
90

歳
に
な
る
母
親
が
「
ヒ
ラ
ク
チ
」
に

噛
ま
れ
て
入
院
し
、
介
護
を
ど
う
す

る
か
な
ど
で
、
対
応
し
て
い
る
内
に
、

う
つ
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
、
会
報

編
集
作
業
を
着
手
で
き
な
い
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
3
か
月
に

及
ぶ
入
院
生
活
か
ら
退
院
し
た
た
め
、

少
し
ず
つ
う
つ
状
態
も
改
善
し
て
き

た
た
め
、
何
と
か
力
を
振
り
絞
り
、

編
集
を
再
開
い
た
し
ま
し
た
。
今
号

で
は
、
天
草
高
校
校
歌
の
現
代
語
訳

を
吉
田
さ
ん
に
御
願
い
し
て
、
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。
校
歌
を
現
代
語
で

解
釈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歌
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ご
覧
の
よ
う
に
、

天
草
高
校
同
窓
会
中
京
支
部
の
運
営

体
制
は
大
変
脆
弱
で
す
。
誰
か
、
病

気
な
ど
で
倒
れ
て
し
ま
う
と
運
営
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
会
報

の
作
成
な
ど
若
い
力
の
ご
支
援
を
求

め
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
よ
り
、

是
非
中
京
支
部
の
運
営
を
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
来

年
の
6
月
に
は
、
3
年
ぶ
り
の
総
会
・

懇
親
会
で
皆
さ
ん
に
お
逢
い
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

(

小
山
康
志
記
）
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最
近
の
話
題

編
集
後
記

本
渡
中
学
校
が
全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
銀
賞
受
賞

原
田
悠
里
さ
ん

天
草
高
校
を
訪
問


